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上記３つの催しの問い合わせ▶秋田城跡資料館☎(845)1837

秋田城跡第116次発掘調査現地説明会

　発見された材木塀跡などの遺構や出土した遺
物について解説します。小雨決行。申込不要
で、ご希望のかたは、当日、秋田城跡歴史資料
館へ集合してください。

　史跡秋田城跡の政庁西側は、明治時代の道路
工事により切り崩されたものです。現在、その
場所で政庁の一部再現を兼ねた連絡橋の整備を
行っていることから、資料をパネル展示し、政
庁の歴史と整備の内容などを紹介します。

日時 ７月31日(土)13:30〜15:00/参加無料

会場 セリオン２階回廊/観覧無料

▼会期
７月31日(土)▶８月29日(日) 9:00〜19:00
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秋田城の政庁と連絡橋整備
-失われた政庁の再現へ-

パネル展

　近年は地震や台風などの自然災害や新型コロ
ナウイルスなどの病が生活に大きな影響を与えて
います。古代ではこれらの脅威｢禍｣に対し、祭

さ い

祀
し

やまじないを行うことで終息を願っていました。
　本展では、秋田城跡や県内遺跡から発
掘された古代の人々が抱く｢禍｣への怖
れ、祈りの世界を紹介します。
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秋田城跡歴史資料館前期企画展

入館料

▼会期
７月22日(木)▶８月29日(日) 9:00〜16:30
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市外局番＝☎018

＊展示替えのため、７月26日(月)▶30日(金)は休館します。

問い合わせ▶佐竹史料館☎(832)7892

　現在の保戸野に生まれた荻津勝章(1821-1915年)は、
19歳のときに江戸勤めとなり、勤務のかたわら狩野派の絵を学びました。また、その才能は絵画にとどま
らず、書道や狂歌、さらには父･勝益に学んだ天流剣道や棒術にも優れていました。
　本展では、当館所蔵の荻津勝章の絵画のほか、似顔絵帖や下絵類などたくさんの資料をご紹介します。
この機会にぜひご覧ください。

会場 佐竹史料館 100円(高校生以下無料)入館料

▼会期

７月31日(土)▶10月24日(日) 9:00〜16:30
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■16･17㌻の催しは、新型コロナウイルスの影響により、中止または変更になる場合があります。
　また会場内ではマスクを着用するなど感染予防にご協力ください。

日時▶８月５日(木)13:00〜16:00
対象･定員▶小学３年生以上のかた５人

ワクワクドローイング!! 使わなくなった秋田の工芸品を募集！

　秋田にまつわるさまざまなものが展
示されている館内を巡り、気になる作
品･空間を鉛筆やペンで、線をメイン
に絵に描いてもらいます。参加無料。
夏休みの思い出づくりにぜひどうぞ！
 【申し込み】電話かEメールで、氏名、年齢、電話
番号をお知らせください。Eメールの件名は｢ワク
ワクドローイング申込｣で。
☎(893)5656／Eメール life@200years-akita.jp

　使わなくなった秋田の伝統工芸品を募集し、エ
ピソードとともに会場に展示する企画を行いま
す。会期中、展示した工芸品を使いたいかたを募
り、実際に使ってもらうマッチングを図るイベン
トも開催予定。押し入れに眠っている工芸品があ
るかたは、ぜひご応募ください。
 【申し込み】川連漆器、樺

か ば

細工、大館曲げわっ
ぱ、秋田杉桶

お け

樽
だ る

の使わなくなったもの(特に、他
のかたに使ってほしいもの)を、９月20日(月)まで
に文化創造館へ直接お持ちになるか、宅配でお送
りください

問い合わせ▶文化創造館☎(893)5656

■｢200年をたがやす｣について、
　詳しくはホームページをご覧ください。

https://200years-akita.jp

オープニング特別事業

カルチャカイ｢かたる｣vol.6 日時▶７月31日(土)14:00〜16:00　参加無料／定員20人

　あなたの中のアイデアやモヤモヤをゆる〜く語り合います。思いついたアイデアをどうしたらい
いかわからないかた、漠然とした悩みを抱えているかたなど、お気軽にご参加ください。
 【申し込み】次のアドレスからアクセスしてお申し込みください。

https://forms.gle/4243gCqLKFx92BXc9
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問い合わせ▶赤れんが郷土館☎(864)6851

　幕末から明治を駆け抜け、
日本資本主義の礎を築いたとされる渋沢栄一
(1840-1931年)。その生涯については、現在テレ
ビでも紹介され、2024年発行の新１万円札の図
柄に肖像が使用されることでも話題です。　
　渋沢は、第一国立銀行(現みずほ銀行)設立者で
もあり、旧秋田銀行設立時の相談役でもありまし
た。本展では、秋田銀行が所蔵する渋沢に関連し
た資料を中心に紹介します。

観覧料 210円(高校生以下無料)
＊20人以上の団体は160円。

会場 赤れんが郷土館

▼会期会期
７月17日(土)▶９月26日(日) 
           9:30〜16:30

渋沢栄一渋沢栄一とと秋田秋田
〜秋田銀行所蔵資料を中心に〜〜秋田銀行所蔵資料を中心に〜

資料資料
特別特別
展示展示

◆おもな展示資料
・渋沢栄一肖像写真(複製。左上の写真)
・渋沢栄一書簡(県内６銀行頭取にあてた礼状。
上の写真)
・旧秋田銀行本店落成式記念品(縮
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